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令和５年度 南区避難所広域訓練 アンケート結果 

■アンケート対象者 避難所広域訓練参加者 

 
アンケート回収数 66 名 

 
問１ あなたについて教えてください。 

避難所運営委員会役員 28 名 42.4% 

施設管理者 0 名 0.0% 

避難所担当職員（市職員） 9 名 13.6% 

防災アドバイザー 3 名 4.6% 

自治会 24 名 36.4% 

その他 2 名 3.0％ 

未回答 0 名 0.0％ 

 

性別 

男性 女性 未回答 

48 名 14 名 4 名 

72.7% 21.2% 6.1% 

 

年齢 

18 歳以下 19 歳～29 歳 30 歳～59 歳 60 歳～79 歳 80 歳以上 未回答 

1 名 3 名 18 名 40 名 3 名 1 名 

1.5% 4.6% 27.3% 60.6% 4.5% 1.5% 

 
 
 
問２ 訓練の経験は、災害時の役に立ちそうですか 

 

 

 

 

問３ 今年度は避難先避難所の訓練に避難元避難所が参加することで、水害時の避難所訓練としていますが、 

来年度以降の訓練についても、同様の方法でよいと思いますか？ 

同様の方法でよい 49 人 74.2% 

水害想定の訓練は別に行ってほうがよい 12 人 18.2% 

その他 4 人 6.1% 

未回答 1 人 1.5% 

 

とても役に立つ 25 人 37.9% 

おおむね役に立つ 37 人 56.1% 

あまり役に立たない 3 人 4.5% 

役に立たない 0 人 0.0% 

未回答 1 人 1.5% 
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※選択した回答の中で具体的な記述のもの 

【とても役に立つ】 

・物資班でしたが、倉庫にどんなものがあるか分かってよかった。 
・イメージがだんだん出来てくる。 
・建物内部の見学。 
・施設をくまなく視察できた。 
・建物の構造の理解が深まった。 
・館内の構造を事前に理解することで、いざと言う時のための準備ができた。 
・避難先の各部署のレイアウトを知っておくことは大事と思う。 
・経験は実になります。何事も。 
・実際にトイレの片付けなど実際にできたため。 
・今回初めての広域訓練で今後につながりそう。 
・いきなりではどう動いていいか戸惑うので、訓練は重ねる必要があると思う。 
 

【おおむね役に立つ】 

・災害がわからない。 

・初めてだったので、大体わかってきた。 

・文化センターは広いので、今回の想定とともにみて回れたのはよかったと思います。 

・想定外の事態、要望が発災時に多くあるので、訓練では対応困難。 

・本番では訓練でしてないことはできない。 

・地震と水害では対応が違うことがわかった。 

 

【あまり役に立たない】 

・分かりやすかった。別の機会にもう一度見学したい。 

 

 

 
 

問３ 今年度は避難先避難所の訓練に避難元避難所が参加することで、水害時の避難所訓練としていますが、来年度以降

の訓練についても、同様の方法でよいと思いますか。 

【同様の方法でよい】 

・別々の日程だと仕事の休みがとりにくいため。 
・車椅子他の対応をする。 
・同様にすることで少なくとも顔がしれるだけでもよい。（交流とはいかなくても） 

 
【その他】 
・課題を踏まえて変化していくといいと思います。あと、避難所設営ゲーム等も。 
・説明をしっかり行ったうえで行ってほしい。 
・わからない。 
・両方。 
 
 



 

問４ 訓練に関して、御意見を自由にお書きください。 

・合同の訓練で大変有意義にできました。 

・やはり重複する部分もあるので、水害に特化して行った方が役立つと思います。特有の注意点など。 

・地震と水害想定訓練は別々のほうが良いと思います。 

・訓練と洪水会議を白幡中で行ったら良いと思う。（他区と合同） 

・もう少し訓練の回数を増やすなり検討会をしてほしい。 

・午前か午後どちらか 1回通してなど負担がかからない。 

・住民への周知（避難先の変更）をもっと徹底しないといけない。 

・避難元の方の理解度が不明。避難元の住民に対する避難先のお知らせが必要。どの程度行われているのか？ 

・お世話様でした。訓練は大切だと思います。 

・多くの人が参加し、イメージを持たないと実際の運営は難しい。そのための仕組み作りが必要。 

・開設訓練を一定回数実施後、避難所運営の図上訓練の実施を検討されてはどうか。非常に大変だと思いますが、 

ぶっつけ本番だとかなり混乱することになると思います。 

・新しい避難所でのむずかしさを感じた。（施設理解） 

・段ボールベット組み立て等設置勉強になりました。 

・辻地区から文化センターに何名来てくれるか不明だ。 

・食糧担当ですが、１F南入口は、３F のほうが良いと思います。 

・とてもわかりやすかった。辻南小学校でも反映したいと思います。ご苦労様です。 

・他の施設を見学できたことは、大変勉強になりました。水害の時はよろしくお願いいたします。 

・普段関われないご近所の方々と接するとても良いチャンスだと思っている。また是非参加します。 

・訓練について経験が必要。 

・丁寧に説明を受け、出席できてよかったと思います。これを自分の自治会へどう伝えるかが課題。 

・避難先には自己完結型で用意準備すること。 

・避難マップの建物大型見取図を事前準備すること。 

・搬入口砂袋を用意してはどうか？ 

・駐車場がわかりにくいです。 

・先発組と後発組とのキャパ（受け入れ人数）の正確な伝達が必要。 

・体を使ってやることはすべて身につきます。これからも参加したいと思います。 

・荒天の時はどういう状況か不明。 

・停電時ソーラー発電機と自家発電でどこまでカバーできるか心配である。 

・午前中ブルーシートの敷設、仮設トイレの組み立てをボランティア参加の中学生にやっていただいたが、実際には 

運営委員が行うので、訓練は再度行う必要があると思う。 

・テント式トイレは 2002 年制で組み立てが複雑で重いので、軽いもので組み立てが簡単なものに換えてもらいたい。 

・トイレの改善。 

・災害時の仮設トイレなどは新しく簡易的なものが出ているため、買い替えるべきだと思う。 

・トイレについて新しいものに変えては？ 

・仮受付についで、記入票等要検討すべきでは？ 

・大雨時におけるトイレの設置場所をどうするか考えておく必要がある。 

 

 

 


